
香美町村岡
区山田

　
「
昔
は
住
民
た
ち
で
冠
婚
葬
祭
な
ど
を

全
て
執
り
行
っ
て
い
て
、
葬
式
に
お
坊
さ
ん

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
最
近
だ

な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

　

集
落
へ
入
る
前
に
あ
る
の
は
、
10
月
9

日
に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
る
熊
谷
神
社
。

　

境
内
に
あ
る
丸
い
岩
は
「
鮭
大
明
神
」

に
関
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
矢
田
川
下
流

に
あ
る
香
美
町
香
住
区
小こ

ば
ら原
で
鮭
に
乗
っ

た
伊い

か
が
し
こ
お
の
み
こ
と

香
色
雄
命
と
い
う
神
様
が
降
り
、

乗
っ
て
い
た
鮭
が
た
ど
り
着
い
た
の
が
こ
の

山
田
と
さ
れ
て
い
る
。
お
宮
自
体
は
向
か

い
の
山
中
に
あ
る
が
、
道
が
険
し
く
容
易

に
参
拝
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
に
石
が
祀
ら

れ
た
の
だ
と
か
。

　

歩
み
を
進
め
る
と
、
山
田
体
育
館
が
見

え
て
き
た
。
射い

そ
う添

中
学
校
山
田
分
校
と
山

田
小
学
校
の
跡
地
で
、
横
に
併
設
さ
れ
て

い
た
の
は
幼
稚
園
だ
。
秋
祭
り
に
な
る
と

餅
ま
き
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
集
う

場
所
と
し
て
今
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
過
酷
な
山

間
を
走
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
「
村
岡
ダ

ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」の
ス
タ
ー
ト

地
点
に
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
「
私
が
学
生
の
頃
は
1
学
年
に
15
名
ほ

ど
の
学
生
が
お
り
ま
し
た
。
隣
の
集
落
の

小こ
じ
ょ
う城

や
境
か
ら
歩
い
て
こ
の
学
校
に
通
学

す
る
同
級
生
も
何
名
か
い
ま
し
た
ね
」。

　

か
つ
て
は
周
辺
地
域
の
中
心
地
だ
っ
た

山
田
だ
が
、
今
は
家
屋
の
半
数
近
く
が
空

　

矢
田
川
を
遡
る
よ
う
に
県
道
4
号
線

を
西
に
走
る
と「
ヤ
マ
メ
の
里 

山
田
渓
谷
」

と
い
う
看
板
が
。
そ
れ
に
従
い
渓
流
を
遡

る
よ
う
に
登
る
と
、
た
ど
り
つ
く
の
が
香
美

町
村
岡
区
山
田
だ
。

　
「
水
の
美
し
さ
を
生
か
し
、
か
つ
て
は
毎

年
ヤ
マ
メ
な
ど
を
放
流
し
て
い
ま
し
た
。
夏

休
み
に
な
る
と
上
流
に
あ
る
河
川
敷
で

“
山
田
渓
流
祭
り
”
が
開
か
れ
、ア
マ
ゴ
や

ニ
ジ
マ
ス
の
掴
み
取
り
な
ん
か
も
あ
り
ま
し

た
ね
。
京
阪
神
な
ど
か
ら
も
多
く
の
家
族

連
れ
が
来
て
、
大
変
賑
わ
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

そ
う
案
内
し
て
く
れ
た
の
は
区
長
の
西

裕ひ
ろ
か
ず誠

さ
ん
。
川
に
沿
う
よ
う
に
立
ち
並
ぶ

家
々
は
、
立
派
な
も
の
が
多
い
。
古
く
は

農
業
、
養
蚕
、
山
仕
事
が
主
な
産
業
で
、

冬
に
な
る
と
和
歌
山
周
辺
へ
酒
造
り
の
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
「
冬
は
雪
深
く
、
建
物
の
2
階
ま
で
雪

が
積
も
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
ら
ね
。
昔
は
春
ま
で
道
は
空
か
ず
、

車
も
通
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
冬
場
は

出
稼
ぎ
に
行
く
し
か
な
か
っ
た
で
す
。
2

階
の
窓
か
ら
外
に
出
て
、
雪
を
掘
っ
て
玄

関
を
開
け
る
な
ん
て
当
た
り
前
だ
っ
た
ん

で
す
よ
」
と
西
さ
ん
は
笑
う
。

き
家
と
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ

人
々
は
こ
の
場
所
で
暮
ら
し
始
め
た
の
か
。

そ
の
疑
問
に
は
、
同
じ
く
山
田
に
住
む
西

坂
秀
美
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

　
「
江
戸
時
代
、周
り
の
山
は
鉱
山
だ
っ
た

ん
で
す
。
か
つ
て
は
“
山
田
千
軒
”
と
う
た

わ
れ
、
実
際
に
家
屋
が
千
軒
を
超
え
た
こ

と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
よ
」。

　

な
ん
で
も
、
当
時
の
領
主
で
あ
っ
た
山

名
家
の
政
策
に
よ
り
鉱
山
発
掘
が
盛
ん

で
、
金
・
銀
・
銅
・
鉄
が
豊
富
に
採
掘
さ

れ
た
そ
う
だ
。
特
に
鉄
は
大
量
に
採
れ

「
山
田
鉄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
宝
暦
3
年
（
1
7
5
3
）
頃
、

私
領
地
の
鉱
山
は
幕
府
に
支
配
さ
れ
る
と

の
噂
が
あ
っ
た
た
め
、
全
て
の
鉱
山
を
埋
め

隠
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
も
山
肌
に
坑
道

跡
で
あ
る
間ま

ぶ歩
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

採
掘
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
話
は
他
に
も

あ
る
。
か
つ
て
、
山
田
の
観
音
堂
が
あ
る
場

所
に
は
温
泉
が
湧
い
て
お
り
、
周
辺
に

「
湯ゆ

や弥
神
社
」と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
っ
た

そ
う
だ
。
し
か
し
、
新
温
泉
町
で
湯
村
温

泉
が
発
掘
さ
れ
る
と
、
山
田
の
温
泉
は
出

な
く
な
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
西

坂
さ
ん
は
「
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
泉

脈
が一
緒
だ
っ
た
の
か
も
」
と
苦
笑
し
た
。

　

時
代
に
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を

見
せ
る
山
田
。
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
深
さ

こ
そ
、
今
も
こ
の
土
地
で
暮
ら
し
て
い
る

人
々
の
誇
り
な
の
だ
と
実
感
し
た
。

間歩間歩

三段滝三段滝

愛宕神社愛宕神社

山の神山の神

台風以前には川の中洲に小屋が台風以前には川の中洲に小屋が
あったそうだが、今は流され跡形あったそうだが、今は流され跡形
もない。谷間に集まる水の力を改もない。谷間に集まる水の力を改
めて思い知らされる。めて思い知らされる。

7 月23日に夏祭りが行7 月23日に夏祭りが行
われる。われる。

「現在は山の神の前で「現在は山の神の前で
神事を執り行うが、父神事を執り行うが、父
の世代だと愛宕神社のの世代だと愛宕神社の
前で太鼓や踊りをして、前で太鼓や踊りをして、
大変賑やかだったと聞大変賑やかだったと聞
いています」と西さん。いています」と西さん。

公民館公民館

観音堂観音堂

商店跡商店跡

学校跡学校跡

辻堂辻堂

山田山田
浄化センター浄化センター

熊谷神社熊谷神社

鮭大明神鮭大明神

棚田棚田

至 小城至 小城

屋根に抜気（ばっき）と呼ばれ屋根に抜気（ばっき）と呼ばれ
る越屋根が見える。る越屋根が見える。
養蚕を営んでいたのだろう。養蚕を営んでいたのだろう。

観音堂は一度建て替えられた。観音堂は一度建て替えられた。
内部から見上げると、古い木材が一内部から見上げると、古い木材が一
部再利用されているのが分かる。部再利用されているのが分かる。

熊谷神社。熊谷神社。
大雪のため檜が倒れ、鳥大雪のため檜が倒れ、鳥
居の一部が壊れたため差居の一部が壊れたため差
し替えた跡が見える。し替えた跡が見える。
鳥 居には「 文 化 十 年 」と鳥 居には「 文 化 十 年 」と
彫ってあり、歴史があるも彫ってあり、歴史があるも
のだということがわかる。のだということがわかる。

この山に鮭大明神この山に鮭大明神
のほこらがあるとのほこらがあると
いう。いう。

土蔵を備えた立派な家屋が立ち並ぶ。土蔵を備えた立派な家屋が立ち並ぶ。
客をもてなす食器を収納しているのではと西客をもてなす食器を収納しているのではと西
さん。さん。

小城集落へと続く道。小城の小城集落へと続く道。小城の
住民は、昭和59 年にふもとの住民は、昭和59 年にふもとの
和田地区に集落移転したた和田地区に集落移転したた
め、現在は誰も住んでいない。め、現在は誰も住んでいない。

どこを歩いていても川の音が聞こえる。どこを歩いていても川の音が聞こえる。
水しぶきがきらめいて、なんとも涼やかだ。水しぶきがきらめいて、なんとも涼やかだ。

美しい三段滝。美しい三段滝。
山田の先にある小城には「小城四十八滝」と呼山田の先にある小城には「小城四十八滝」と呼
ばれる多くの滝があり、それを目指して訪れるばれる多くの滝があり、それを目指して訪れる
愛好家も少なくない。愛好家も少なくない。
道幅が狭いので、注意して向かって欲しい。道幅が狭いので、注意して向かって欲しい。

江戸時代の鉱山跡「間歩」。江戸時代の鉱山跡「間歩」。
製鉄した際に出る鉄滓（かなくそ）も、製鉄した際に出る鉄滓（かなくそ）も、
付近には多く残っている。付近には多く残っている。

かつて但馬牛を飼っていた厩を物かつて但馬牛を飼っていた厩を物
置に改造したという農家。家の中か置に改造したという農家。家の中か
ら牛に餌をあげていたそうだ。ら牛に餌をあげていたそうだ。

県道4 号県道4 号

至 香美町香住区至 香美町香住区

至 国道9 号至 国道9 号
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神
様
を
運
ん
だ
鮭
が

選
ん
だ
渓
流
。

個
性
豊
か
な
滝
と

鉱
山
跡
に
囲
ま
れ
た

水
の
古
里
を
歩
く
。
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